


























































殊 に 重 く は な い 叫叫、 御 八 講 に 参 ろ う
と思う。」という意
味を示し、








「 諸 僧 自 大 極 殿 東 西 壇 上 参
講 読 師 亦 同
無 音 楽
差 是 御 国 忌 月
敷天
暦 九 年 以 後 例 敷 可 緑 見 突 」
(-298




な の か 、
それとも、
天暦9年以後の例によるのか、
綱 ぺ て み る ぺ '
き で あ る 。 」 と い う 意
味を示し、側（ーによる）が表記されてい
な い 場 合 で あ る 。
'
本文献では、
上 記 の 両 者 が ど ん な 比 率 で 用 い ら れ て い る か を 調
べ る こ と も 必 要 で あ る が 、
本稲では前者（原因
・
理 由 を 示 す 文 字
が 明 記 さ れ て い る 楊 合 ） の み を 取 り 上 げ る こ と に す る 。
ところで、
巻 末 の 一 覧 表 か ら 明 ら か な よ
うに
、
本 文 献 で は 、 構
文 上 、
原因・理由を示
す 事 柄 が 先 行 し て そ の 結 果 が 後 に 示 さ れ る
，
楊 合 （ 順 接 型 と 呼 ぶ こ と に す る
）
と 、
結 果 が 先 行 し て そ の 原 因 ·
理 由 が 後 に 補 足 的 に 示 さ れ る 場 合 （ 倒 置 型 と 呼 ぶ こ と に す る ） とに 二 大 別 す る こ と が で き る 。 次 に 、
これらの代表例
を 示 す 。
順 接 型 （ 原 因 ・ 理 由 を 示 す 事 柄 が 先 行 し 、
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名 詞 「 ゆ ゑ 」 を 用 い る 場 合 ( - 文 ）
．
（ ゆ ゑ に
）




に 示 さ れ る 場 合 。 ）1動









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 順接型（緊雰m塁盟姦翌店？？t凋ぷし 、 ）
1 接絞詞を用いる場合（二文）
(!) 「よって」
切① x者。 V}Y。 188 
② x云々。 �y 。 79 
③ x也。 切Y。 68 
④ X歎。 缶Y。 27 
⑤ x乎。 {/}Y。 4 
⑥ x而巳。鉛Y。 2 
⑦ X。 切Yo 2144 
Rt 2512 
依①X。 依天Y。 1 
② X。 依而Y。 1 
計 2
因(1) X。 因以y 。
(2) 随（したがって）
① x. 阻i亦Y·o 18 
② X。 随又Y. II 
③ X。 随又又Y. 2 
① X。 随則Y。 12 
⑤ X。 随即Y 。 I 
(3) 然者（しかれば）
① x歎。 然者Y。 3 
② x而巳然者Y。 l 
③ x云々 。然者Y。 1 
④ x者。 然者Y. I 
⑤ X。 然者Y。 16 
(4) 故（ゆゑに）
① X。 故 y 。 4 
2 勁詞「よる」を用いる場合(-文）
依①依 x 、 y 。 1976 
② x依天Y。 2 
③依 x、 云々。 19 
④依之、 Y。 3 
⑤ 依是、 Y。 1 
ilt 2001 
因①因x 、 Y。 11 
②因x 、 云々。 2 
③ 因之、 Y。 11 
① 因五天 Y。 l 
計 25
ほ①樟 x 、 y 。 19 
②樟 x 、 Y也． 2 
















依A 346 B 16 
A ① Y。 依x也。 119 
｛
② y 。 依 x歎． lll 
③ y 。 若依 x欺o 8 
④ y 。 依 x. 79 
⑤ Y。 依 x者。 22 
⑥ Y。 依 x耳。 5 
⑦ Y。 依 x而巳。 1 
⑧ Y. 依 x乎。 1 
B ① Y。 是依x也。 5 
② Y。 是依X。 3 
③ y 。 是依x 、 Z。 I 
® Y。 若是依 x歎。 l 
⑤ Y。 是依 x 、 Z歎o 1 
⑥ Y。 是依 x 、 云々 2 
⑦ Y。 是依 x、 Z云々。 1 
⑧ y 。 是依x 、 Z耳 l 
⑨ y 。 是依x者。 1 
縁A 17 B I 
A ①Y • 4lil:X。 5 
② Y。 緑 x欺． 2 
③ Y。 若緑X歎． 2 
① Y。 縁X云々。 3 
⑤ Y 。 粒x者。 3 
® y 。 縁x也。 l 
⑦ y 。 松：x耳． 1 
B ①Yo 是縁X歎。 l 
因A 10 B 0 
A ① Y。 因 x. 6 
② Y。 因 x者。 3 





A ① y. x之故也。 46 
② Y。 x之故。 ，
③ Y。 x之故者。 2 
④ Y。 x之故耳。 1 
⑤ Y。 x之故云々。 I 
｛ 
⑥ Y． 其故者X。 12 
⑦ Y。 其故 x者。 I 
⑧ Y 。 故何者X而巳。 1 
iit 73 
B ① y 。 是X之故。 l 
(2)所以（ゆゑ） Al BO 
① Y。 所以者X。 l 
(3) 為（ため） A3l BO 
① Y。 為X也o 15
② Y。 為 x. 10 
③ Y． 為 x欺． 5 
① Y。 為 x也者。 1 
計 496例
-355-
362例
18例
10例
74例
1例
31例
